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(57) 要約： プログラムの実行 を開始す る際 に、当該 プログ
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メモ リ領域が使用可能である場合には、当該 プログラムの実
行が停止 される際に保存 された、当該 プログラムが使用 して
いるメモ リ領域に配置 されていたデータの読み込み を行 うこ
とな く当該 プログラムの過去の実行状況を再現できるように
する。停止終了管理部 （5 2 ) は、プログラムの実行が停止
され る際に、当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域に配
置 されているデータを保持 しつつ、当該データの少な くとも
—部が 当該 プログラム に関連 づ けて保存 され るよ う制御す
る。
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発明の名称 ：

情報処理装置、情報処理方法、 プログラム及び情報記憶媒体

技術分野

[0001 ] 本発明は、情報処理装置、情報処理方法、 プログラム及び情報記憶媒体に

関する。

背景技術 明

[0002] 実行されているプログラムが終 了される際に、当該 プログラムによって、
田

当該 プログラムに関するセ一プデ一タが保存 される技術が存在する。

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0003] プログラムの実行が停止される際に （例えば、サスペ ン ド状態になる際、

あるいは、サスペ ン ド状態を経て終 了される際、などに）、当該 プログラム

が使用 しているメモ リ領域 に配置されているデ一夕の少な くとも一部が保存

されるよう制御するとともに、当該メモ リ領域 を解放するようにすると、そ

の後、当該 プログラムの実行を開始する際に当該 プログラムの過去の実行状

況を再現するためには、保存 されたデータを読み込んで、当該 プログラムが

使用するメモ リ領域 に配置 しなければな らないこととなる。

[0004] ここで、 プログラムの実行が停止される際に、当該 プログラムが使用 して

いるメモ リ領域 に配置されているデータが保持されるようにすると、当該 プ

口グラムの実行が開始されるにあたつて、当該データが使用可能であれば、

上述のように して保存 されたデータをわざわざ読み込 まな くても、当該 プロ

グラムの過去の実行状況を再現することができる。

[0005] 本発明は上記課題 に鑑みてなされたものであって、その目的の 1 つは、 プ

ログラムの実行を開始する際に、当該 プログラムの実行が停止される際に当

該 プログラムが使用 していたメモ リ領域が使用可能である場合には、当該 プ

ログラムの実行が停止される際に保存 された、当該 プログラムが使用 してい



るメモ リ領域 に配置されていたデータの読み込みを行 うことな く当該 プログ

ラムの過去の実行状況を再現できるようにすることにある。

課題を解決するための手段

[0006] 上記課題 を解決するために、本発明に係 る情報処理装置は、 プログラムの

実行が停止される際に、当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に配置さ

れているデータを保持 しつつ、当該データの少な くとも一部が当該 プロダラ

厶に関連づけて保存 されるよう制御する保存制御手段、 を含むことを特徴 と

する。

[0007] また、本発明に係 る別の情報処理装置は、 プログラムの実行が開始される

際に、当該 プログラムの実行が停止された際に当該 プログラムが使用 してい

るメモ リ領域 に保持 しつつ当該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御

されたデ一タが記憶 されている場合は、当該デ一タが読み出されて当該 プロ

グラムが使用するメモ リ領域 に配置されるよう制御する読み出 し制御手段、

を含むことを特徴 とする。

[0008] また、本発明に係 るさらに別の情報処理装置は、 プログラムの実行が停止

される際に、当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に配置されているデ

—タを保持 しつつ、当該データの少な くとも一部が当該 プログラムに関連づ

けて保存 されるよう制御する保存制御手段 と、 プログラムの実行が開始され

る際に、前記保存制御手段 により当該 プログラムに関連づけて保存 されるよ

う制御 されたデ一タが記憶 されている場合は、当該デ一タが読み出されて当

該 プログラムが使用するメモ リ領域 に配置されるよう制御する読み出 し制御

手段 と、 を含むことを特徴 とする。

[0009] また、本発明に係 る情報処理方法は、 プログラムの実行が停止される際に

、当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に配置されているデータを保持

しつつ、当該データの少な くとも一部が当該 プログラムに関連づけて保存 さ

れるよう制御する保存制御ステ ップ、 を含むことを特徴 とする。

[001 0] また、本発明に係 る別の情報処理方法は、 プログラムの実行が開始される

際に、当該 プログラムの実行が停止された際に当該 プログラムが使用 してい



るメモ リ領域 に保持 しつつ当該 プログラムに関連づけて保存 され るよう制御

されたデ一タが記憶 されている場合 は、 当該デ一タが読み出されて当該 プロ

グラムが使用するメモ リ領域 に配置 され るよう制御 する読み出 し制御 ステ ッ

プ、 を含む ことを特徴 とする。

[001 1] また、本発明に係 るプログラムは、 プログラムの実行が停止 され る際 に、

当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に配置 されているデータを保持 し

つつ、 当該データの少な くとも一部 が当該 プログラムに関連づけて保存 され

るよう制御 する保存制御手段、 と して コンピュータを機能 させ ることを特徴

とする。

[001 2] また、本発明に係 る別の プログラムは、 プログラムの実行が開始 され る際

に、 当該 プログラムの実行が停止 された際 に当該 プログラムが使用 している

メモ リ領域 に保持 しつつ当該 プログラムに関連づけて保存 され るよう制御 さ

れたデ一タが記憶 されている場合 は、 当該デ一タが読み出されて当該 プログ

ラムが使用するメモ リ領域 に配置 され るよう制御 する読み出 し制御手段、 と

して コンピュータを機能 させ ることを特徴 とする。

[001 3] また、本発明に係 る情報記憶媒体 は、 プログラムの実行が停止 され る際 に

、 当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に配置 されているデータを保持

しつつ、 当該データの少な くとも一部 が当該 プログラムに関連づけて保存 さ

れ るよう制御 する保存制御手段、 と して コンピュータを機能 させ ることを特

徴 とするプログラムを記憶 した コンピュ一タ読み取 り可能な情報記憶媒体で

ある。

[0014] また、本発明に係 る別の情報記憶媒体 は、 プログラムの実行が開始 され る

際 に、 当該 プログラムの実行が停止 された際 に当該 プログラムが使用 してい

るメモ リ領域 に保持 しつつ当該 プログラムに関連づけて保存 され るよう制御

されたデ一タが記憶 されている場合 は、 当該デ一タが読み出されて当該 プロ

グラムが使用するメモ リ領域 に配置 され るよう制御 する読み出 し制御手段、

と して コンピュータを機能 させ ることを特徴 とするプログラムを記憶 した コ

ンピュ一タ読み取 り可能な情報記憶媒体である。



[001 5] 本 発 明 によれ ば、 プログラムが停止 され る際 に、 当該 プログラムが使 用 し

ているメモ リ領域 に配置 されているデー タを保持 しつつ、 当該デー タの少な

くとも一部 が当該 プログラム に関連 づ けて保存 され るよ う制御 され るので、

プログラムの実行 を開始 す る際 に、 当該 プログラムの実行 が停止 され る際 に

当該 プログラムが使 用 していた メモ リ領域 が使 用可能 であ る場合 には、 当該

プログラムの実行 が停止 され る際 に保存 された、 当該 プログラムが使 用 して

いるメモ リ領域 に配置 されていたデー タの読み込み を行 うことな く当該 プロ

グラムの過去 の実行状況 が再現 され る こととな る。

[001 6] 本 発 明の一態様 では、前記保存制御手段 は、 プログラムの実行 が停止 され

る際 に、 当該 プログラムが使 用 している、 予め定め られた論理 ア ドレスの範

囲内の領域 に配置 されているデー タが保存 され るよ う制御 す る ことを特徴 と

す る。

[001 7] また、本発 明の一態様 では、前記保存制御手段 は、 プログラムの実行 が停

止 され る際 に、 当該 プログラムが使 用 しているメモ リ領域 に配置 されている

デー タが、前 回の当該 プログラムの実行 の停止の際 に保存 されたデー タか ら

変更 されている場合 に、 当該デー タが保存 され るよ う制御 し、変更 されてい

ない場合 は、 当該デ一 タが保存 され るよ うには制御 しない ことを特徴 とす る

[001 8] また、本発 明の一態様 では、前記保存制御手段 は、前記情報処理装置 が異

常終 了 した場合 は、前記情報処理装置 が異 常終 了後 に起動 され る際 に、前記

プログラムの実行 が停止 され る際 に保存 され るよ う制御 されたデ一 タを消去

す る ことを特徴 とす る。

[001 9] また、本発 明の一態様 では、 プログラムの実行 が開始 され る際 に、 当該 プ

ログラムの過去 の実行時 に使 用 していた メモ リ領域 が解放 されていた場合 は

、 当該 プログラムが使 用す るメモ リ領域 を確保 す る実行 開始制御手段、 をさ

らに含み、前記読み 出 し制御手段 は、前記実行 開始制御手段 によ りメモ リ領

域 が確保 され る際 に、前記保存制御手段 によ り当該 プログラム に関連 づ けて

存 され るよ う制御 されたデ一 タが記憶 されている場合 は、 当該デ一 タが読み



出されて当該メモ リ領域に配置されるよう制御することを特徴 とする。

図面の簡単な説明

[0020] [ 図 1] 本発明の一実施形態に係る情報処理装置の外観の一例を示す斜視図であ

る。

[ 図2 ] 本発明の一実施形態に係る情報処理装置のハ ー ドウエア構成の一例を示

す構成図である。

[ 図3] 本発明の一実施形態に係る情報処理装置で実現される機能の一例を示す

機能プロック図である。

[ 図4 ] メニュー画像が表示された画面の一例を示す図である。

[ 図5] ボー ド画像が表示された画面の一例を示す図である。

[ 図6] プログラム関連画像の一例を示す図である。

[ 図7 ] 本発明の一実施形態に係る情報処理装置で実行されるプログラムが使用

可能である リソースの割 り当て状況の一例を模式的に示す図である。

[ 図8 ] 本発明の一実施形態に係る情報処理装置で行われる処理の流れの一例を

示すフロー図である。

発明を実施するための形態

[0021 ] 以下、本発明の一実施形態について図面に基づき詳細に説明する。

[0022] 図 1 は、本発明の一実施形態に係る情報処理装置 1 0 の外観の一例を示す

斜視図である。図 2 は、図 1 に示す情報処理装置 1 0 のハー ドウェア構成の

一例を示す構成図である。本実施形態に係る情報処理装置 1 0 は、例えば携

帯型ゲーム機等の可搬型のデバイスであるものとする。

[0023] 図 1 に示すように、本実施形態に係る情報処理装置 1 0 の筐体 1 2 は、全

体 として平板状の形状を している。図 1 及び図 2 に示すように、本実施形態

に係る情報処理装置 1 0 は、制御部 2 0 、記憶部 2 2 、通信部 2 4 、表示部

2 6 、 タツチセンサ 2 8 、操作部 3 0 、 力一 ドスロッ ト3 2 、画像処理部 3

3 、などを含んで構成される。 これ らの要素は、バスを介 して接続される。

[0024] 制御部 2 0 は、例えばC P U等であって、記憶部 2 2 に格納されているプ

ログラムに従 つて、各種の情報処理を実行する。記憶部 2 は、例えば R A



Mや R O M等のメモリ素子などであって、制御部 2 0 によって実行されるプ

ログラムや各種のデータを格納する。また、記憶部 2 2 は、制御部 2 0 のヮ

—クメモリとしても機能する。通信部 2 4 は、例えば、ネットワークインタ

フェースなど （具体的には、例えば、無線 L A N モジュール）であり、制御

部 2 0 から入力される指示に従って、他の情報処理装置 1 0 や、インタ一ネ

ッ卜上のサーバ （図示せず）などへ情報を送信する。また、この通信部 2 4

は、受信される情報を制御部 2 0 に出力する。

[0025] 表示部 2 6 は、例えば、液晶表示パネルや有機 E L 表示パネル等、画像を

表示する各種のデバイスである。図 1 に示すように、本実施形態では、表示

部 2 6 は筐体 1 2 の前面に配置されており、表示部 2 6 の画面は略矩形の形

状をしている。以下、画面の横方向 （幅方向）をX 軸方向とし、画面の前面

から見て左から右へ向かう方向をX 軸正方向とする。また、画面の縦方向 （

高さ方向）をY 軸方向とし、筐体 1 2 の前面から見て下から上へ向かう方向

をY 軸正方向とする。

[0026] タツチセンサ 2 8 は、画面に対応する形状及び大きさの略矩形の検出面を

備えており、この検出面上に物体が接触 した場合に、当該物体の接触位置を

検出する。また、本実施形態では、タツチセンサ 2 8 は、物体の接触位置を

所定の時間間隔で順次検出する。図 1 に示すように、本実施形態では、タツ

チセンサ 2 8 の検出面は、表示部 2 6 の画面と重なるよう、筐体 1 2 の前面

に配置されている。なお、以下の説明では、ユーザは自分の指をタツチセン

サ 2 8 に接触させて操作入力を行うこととするが、これに限らず、ユーザは

スタイラスなど手で持つた物体を検出面に触れさせることで操作入力を行う

ようにしてもよい。また、タツチセンサ 2 8 は、必ず しも物体が検出面に接

触 した場合だけ物体の位置を検出するのではなく、検出面上の検出可能範囲

まで物体が近接 した場合に、当該物体の検出面に対する位置を検出するよう

にしてもよい。タツチセンサ 2 8 は、例えば、静電容量式ゃ感圧式、光学式

など、検出面上における物体の位置を検出可能なデバイスであれば、どのよ

うな方式のものであってもよい。なお、情報処理装置 1 0 が、筐体 1 2 の前



面に配置されたタツチセンサ 2 8 と対向するようにして筐体 1 2 の背面に配

置されたタツチセンサ 2 8 を備えていてもよい。

[0027] 操作部 3 0 は、例えば、タツチセンサ 2 8 とともに、ユーザが情報処理装

置 1 0 に対 して行う操作入力に用いる操作部材の一種である。図 1 には、操

作部 3 0 を構成する操作部材の一例として、情報処理装置 1 0 の筐体 1 2 の

前面に配置されたボタン3 4 及びアナログスティック3 6 が図示されている

。なお、情報処理装置 1 0 は、操作部 3 0 を構成する操作部材として、例え

ば、スィッチや、筐体 1 2 の上側面に配置されたボタン3 4 などを備えてい

てもよい。

[0028] 力一 ドスロット3 2 は、各種のメモリカ一 ド等の情報記憶媒体を挿抜可能

なスロットであり、制御部 2 0 からの指示に従って、力一 ドスロット3 2 に

挿入されるメモリ力一 ド等の情報記憶媒体に記録されたプログラムゃデ一タ

などの読み取りや、揷入されるメモリカ一 ド等の情報記憶媒体へのデータの

書き込みを行う。本実施形態では、力一 ドスロット3 2 は、情報処理装置 1

0 の筐体の上側面に配置されている。なお、情報処理装置 1 0 は、複数の力

- ドスロッ卜3 2 を備えていてもよく、これら複数の力一 ドスロッ卜3 2 が

、互いに異なる規格である情報記憶媒体を揷抜可能であつてもよい。

[0029] 画像処理部 3 3 は、例えばG P U とフレ一厶バッファメモリとを含んで構

成され、制御部 2 0 が出力する指示に従って、表示部 2 6 に表示する画像を

描画する。具体例として、画像処理部 3 3 は表示部 2 6 の表示領域に対応 し

たフレームバッファメモリを備え、G P U は、制御部 2 0 からの指示に従つ

て、所定時間おきにこのフレームバッファメモリに対 して画像を書き込む。

そして、このフレームバッファメモリに書き込まれた画像が、所定のタイミ

ングでビデオ信号に変換されて、表示部 2 6 に表示される。

[0030] 本実施形態に係る情報処理装置 1 0 では、例えば、予め、記憶部 2 2 や、

力一 ドスロット3 2 に挿入される情報記憶媒体 （以下、挿入媒体と呼ぶ。）

に、ゲームプログラム等の複数のプログラムが記憶されている。そして、本

実施形態では、記憶部 2 2 ゃ揷入媒体に記憶されているプログラムは、第 1



の種類 の プログラム （以下、 ラージプログラム と呼ぶ。）、又 は、第 2 の種

類 の プログラム （以下、 ミニ プログラム と呼ぶ。）のいずれかの分類 に属す

る。 そ して、本実施形態 に係 る情報処理装置 1 0 では、 同時 に 2 つ以上のラ

—ジプログラムは実行 されないようにな っている。 なお、 ラージプログラム

に分類 され るプログラムの一例 と してはゲーム プログラム等が挙 げ られ、 ミ

二 プログラムに分類 され るプログラムの一例 と しては写真 閲覧用の プロダラ

厶ゃ音楽 プ レイヤの プログラム等が挙 げ られ るが、 これ らの分類 は一例 にす

ぎず、例 えば、 ミニ プログラムに分類 され るゲーム プログラムが存在 しても

構わない し、 ラージプログラムに分類 され る写真 閲覧用の プログラムや音楽

プ レイヤの プログラムが存在 しても構わない。

[0031 ] また、本実施形態では、記憶部 2 2 ゃ揷入媒体 に記憶 されているプロダラ

厶は、 フォアグラウン ドプログラム、又 は、バ ックグラウン ドプログラムの

いずれかの分類 に属する。 フォアグラウン ドプログラム とは、 フォアグラウ

ン ドで実行 され るプログラムであ り、例 えば、 ユーザが画面等 を介 して起動

や停止 を制御 することがで きるプログラムを指す。バ ックグラウン ドプログ

ラム とは、バ ックグラウン ドで実行 され るプログラムであ り、例 えば、情報

処理装置 1 0 の起動の際 に起動 された り、他 の プログラムによって起動や停

止が制御 された りするプログラムを指す。

[0032] 本実施形態では、記憶部 2 2 ゃ揷入媒体 に記憶 されているプログラムは、

フォアグラウン ドプログラムであるラージプログラム、バ ックグラウン ドプ

ログラムであるラ一ジプログラム、 フォアグラウン ドプログラムであるミニ

プログラム、又 は、バ ックグラウン ドプログラムであるミニ プログラム、 の

うちのいずれかに該 当することとなる。

[0033] 図 3 は、本実施形態 に係 る情報処理装置 1 0 で実現 され る機能の一例 を示

す機能 プロックズである。 図 3 に示すように、情報処理装置 1 0 は、機能的

には、操作受付部 4 0 、 メニ ュー画像表示制御部 4 2 、 ボー ド画像表示制御

部 4 4 、画像切替部 4 6 、実行開始管理部 4 8 、 プログラム実行部 5 0 、停

止終 了管理部 5 2 、 を含んでいる。 これ らの機能 は、 コンピュータである情



報処理装置 1 0 で、本実施形態に係るプログラムが実行されることにより実

現される。このプログラムは、コンピュータ通信ネットワーク経由で通信ィ

ンタフエースを介 して他のコンピュータからダウン口一 ドされて、情報処理

装置 1 0 に提供されてもよいし、光ディスク （例えば、C D _ R O M、D V

D —R O M、 B I u — r a y ディスクなど）、 U S B メモリ、メモリカー ド

等のコンピュータ読み取り可能な情報記憶媒体に格納され、そこから情報処

理装置 1 0 に提供されるようにしてもよい。

[0034] 操作受付部 4 0 は、タツチセンサ 2 8 や操作部 3 0 に対するユーザの指示

操作を受け付ける。特に、本実施形態では、ュ一ザは、例えば、タツチセン

サ 2 8 の検出面上に自分の指を接触させたり、検出面上に指を接触させた状

態で指をスライ ドさせたりすることで、情報処理装置 1 0 に対する操作入力

を行う。以下、ユーザが検出面上の一点に短い時間だけ指を接触させる操作

をタップ操作と呼ぶ。タップ操作が行われた場合、操作受付部 4 0 は、タツ

プ操作の位置 （具体的には、例えば、ユーザが指を接触させた検出面内の位

置のX 座標値及びY 座標値）を出力する。また、以下、ュ一ザが検出面上の

—点に指を接触させ、その位置を始点として検出面上のいずれかの方向に直

線的に指を動か してから指を離す操作を、スライ ド操作と呼ぶ。スライ ド操

作が行われた場合、情報処理装置 1 0 は、当該操作においてユーザが指を移

動させた操作に応 じて、各種の情報処理を実行する。すなわち、スライ ド操

作によって、情報処理装置 1 0 は、方向の指示を受け付けることとなる。

[0035] メニュー画像表示制御部 4 2 は、例えば、情報処理装置 1 0 の起動時や、

ユーザがメニュー表示を指示 した場合など、所定のタイミングで、メニュー

画像 6 0 を画面に表示させる制御を行う。図4 は、メニュー画像 6 0 が表示

された画面の一例を示す図である。メニュー画像 6 0 は、ユーザにプロダラ

厶 （本実施形態では、フォアグラウン ドプログラム）を選択させるために提

示される画像であって、ュ一ザによる選択対象となる複数のメニュー項目画

像 6 2 を含んだ画像である。各メニュー項目画像 6 2 は、例えば、記憶部 2

ゃ揷入媒体に記憶されているフォアグラウン ドプログラムを表すアイコン



画像などである。そして、本実施形態では、メニュー画像 6 0 内には、ラ一

ジプログラムであるフォアグラウン ドプログラムに関連づけられたメニュー

項目画像 6 と、ミニプログラムであるフォアグラウン ドプログラムに関連

づけられたメニュー項目画像 6 2 と、が含まれることとする。図4 では、そ

れぞれがフォアグラウン ドプログラムに関連づけられた 1 0 個のメニュー項

目画像 6 2 が、メニュー画像 6 0 に含まれている。

[0036] メニュー画像 6 0 が表示された状態において、ユーザは、いずれかのメニ

ュ一項目画像 6 2 が表示された位置をタップすることで、プログラムの選択

操作を行う。具体的には、メニュー画像表示制御部 4 2 は、ュ一ザのタップ

操作を受け付けた際に、画面内におけるタップされた位置のX Y 座標を特定

する。そして、メニュー画像表示制御部 4 2 は、その位置に表示されている

メニュー項目画像 6 2 を特定する。そして、メニュー画像表示制御部 4 2 は

、特定されたメニュー項目画像 6 2 に関連づけられたフォアグラウン ドプロ

グラムを特定する。このようにして、フォアグラウン ドプログラムが選択さ

れることとなる。

[0037] そ して、メニュー画像表示制御部 4 2 は、選択されたフォアグラウン ドプ

ログラムに関連する情報が配置された画像 （以下、プログラム関連画像 6 6

と呼ぶ。）の生成を、ボー ド画像表示制御部 4 4 に指示する。図 6 は、プロ

グラム関連画像 6 6 の一例を示す図である。

[0038] ボ一 ド画像表示制御部 4 4 は、メニュー画像 6 0 が画面に表示された状態

でユーザがいずれかのプログラムを選択 した場合に、選択されたプログラム

に関する画像を画面に表示させる制御を行う。以下、ボー ド画像表示制御部

4 4 によって、画面への表示が制御される画像をボー ド画像 6 4 と呼ぶ。図

5 は、ボー ド画像 6 4 が表示された画面の一例を示す図である。本実施形態

では、ボ一 ド画像表示制御部 4 4 は、ユーザが選択 したフォアグラウン ドプ

ログラムに対応するプログラム関連画像 6 6 を生成 して、そのプログラム関

連画像 6 6 の一部又は全部をボ一 ド画像 6 4 として画面に表示させる。

[0039] 図 5 及び図 6 に示すように、本実施形態に係るボー ド画像 6 4 は、対応す



るフォアグラウン ドプログラムに関連する複数の表示要素が配置 されたプロ

グラム関連画像 6 6 の一部又は全部 を表す画像である。本実施形態では、 プ

ログラム関連画像 6 6 の横方向をX 軸方向 と し、左か ら右へ向か う方向をX

軸正方向 とする。 また、 プログラム関連画像 6 6 の縦方向を Y 軸方向 と し、

下か ら上へ向か う方向を Y 軸正方向 とする。

[0040] 本実施形態 に係 るプログラム関連画像 6 6 は、所定のスクロール方向 （本

実施形態では、例 えば、 Y 軸方向）に沿 って延びる矩形の領域であ って、 Y

軸方向に延びる辺は、表示部 2 6 の画面の縦方向の長 さよ りも長いもの とす

る。 そのため、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、 プログラム関連画像 6 6 の全

体 を一度 に画面 に表示することはで きず、 プログラム関連画像 6 6 の一部の

範囲だけをボ一 ド画像 6 4 と して画面 に表示することとなる。本実施形態で

は、 プログラム関連画像 6 6 内の、実際に画面 に表示 される範囲 （表示対象

範囲）は、ユーザのスクロール指示 に従 って移動する。具体的には、例 えば

、ユーザが、 タツチセ ンサ 2 8 に対 してスクロール指示 に沿 ったスライ ド操

作 を行 うことによって、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、 プログラム関連画像

6 6 内の表示対象範囲を移動 させる。 そ して、ボー ド画像表示制御部 4 4 は

、 プログラム関連画像 6 6 の移動後の表示対象範囲内に含 まれる部分 を、ボ

- ド画像 6 4 と して画面 に表示 させる。なお、表示対象範囲のサイズ及び形

状 は、画面のサイズに対応 している。 また、ボー ド画像表示制御部 4 4 が、

最初 にボ一 ド画像 6 4 を表示する際には、例 えば、 プログラム関連画像 6 6

の最上端な ど、所定の位置が表示対象範囲に含 まれるよう制御するように し

てもよい。

[0041 ] また、図 6 に例示するように、本実施形態では、 プログラム関連画像 6 6

は、 プログラム情報領域 6 8 と、 コミュニケーシ ョン領域 7 0 と、の 2 つの

部分領域 を含んで構成 されている。 プログラム情報領域 6 8 は、 フォアグラ

ゥン ドプログラムの提供元 となる事業者等 によって用意 された情報が配置 さ

れる領域であ り、 コミュニケーシ ョン領域 7 0 は、 プログラム関連画像 6 6

に関連づけ られるフォアグラウン ドプログラムに関 して、複数のユーザが投



稿 したメッセージの内容が配置される領域である。コミュニケ一ション領域

7 0 は、ユーザ同士の情報交換等に利用される。

[0042] また、本実施形態では、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、プログラム関連画

像 6 6 内に配置される表示要素の情報の管理も行う。具体的には、メニュー

画像 6 0 内においてフォアグラウン ドプログラムが選択された際には、ボ一

ド画像表示制御部 4 4 は、新たに生成するプログラム関連画像 6 6 に含める

べき表示要素の情報を取得する。ボー ド画像表示制御部 4 4 は、例えば、記

憶部 2 2 や挿入媒体に記憶されている静的な情報 （プログラムの提供元のゥ

ェプサイ 卜へのリンクを示す画像、フォアグラウン ドプログラムのプロモ一

シヨンビデオ等の動画像、など）を取得 して、プログラム情報領域 6 8 に配

置するようにしてもよい。また、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、インタ一ネ

ッ卜等のネットワーク経由で、外部のサーバから、例えば、ゲームプロダラ

厶であるフォアグラウン ドプログラムに関するィベン 卜の告知情報や、関連

ウェブサイ トの更新情報、関連商品の情報、パッチや追加プログラムの公開

情報などを取得 して、プロダラ厶情報領域 6 8 に配置するようにしてもよい

。このときは、記憶部 2 2 ゃ揷入媒体に、フォアグラウン ドプログラムに関

する上述の情報の取得先の情報 （例えば、 U R L ) が、当該フォアグラウン

ドプログラムを識別する情報に関連づけて記憶されていることとする。

[0043] また、本実施形態では、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、コミュニケ一ショ

ン領域 7 0 に配置すべき表示要素の情報についても、ネッ卜ワーク経由で外

部から取得する。具体的には、例えば、情報処理装置 1 0 のュ一ザは、情報

処理装置 1 0 で実行されるプログラムに関するメッセージを、インタ一ネッ

卜等の通信ネッ卜ワークを経由して、所定のコミュニケ一ションシステムに

投稿できるようになつている。本実施形態に係る情報処理装置 1 0 は、フ才

ァグラウン ドプログラムと関連づけて、メッセージの投稿先となるコミュ二

ケ一シヨンシステムを特定する情報 （U R L 等）を記憶部 2 2 や挿入媒体に

記憶 しており、この情報を参照 して、ュ一ザが入力 したメッセージをコミュ

二ケ一シヨンシステムに送信する。ボ一 ド画像表示制御部 4 4 は、フォアグ



ラウン ドプログラムに関連づけ られたプログラム関連画像 6 6 を生成する際

には、上述のコミュニケーシ ョンシステムにアクセス し、 当該 フォアグラウ

ン ドプログラムに関 して過去 に投稿 されたメッセージ情報 を取得する。 そ し

て、ボ一 ド画像表示制御部 4 4 は、取得 されたメッセージの内容ゃメッセ一

ジの発言者 を表す表示要素 を配置 したコミュニケ一シ ヨン領域 7 0 の画像 を

、 プログラム関連画像 6 6 の一部 と して生成する。

[0044] また、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、所定の時間間隔で、外部のサーバや

コミュニケ一シ ョンシステムか らフォアグラウン ドプログラムに関連づけ ら

れた新着 メッセージを取得 して、 その新着 メッセージが含 まれるよう当該 フ

オアグラウン ドプログラムに関連づけ られたプログラム関連画像 6 6 を更新

するように してもよい。 また、外部のサーバや コミュニケーシ ョンシステム

が、 フォアグラウン ドプログラムに関連づけされた新着 メッセージを受け付

けた際に、 当該新着 メッセ一ジを情報処理装置 1 0 に通知するように しても

よい。 そ して、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、 当該通知の受付 に応 じて、 当

該 フォアグラウン ドプログラムに関連づけ られたプログラム関連画像 6 6 を

更新するように してもよい。 こうすれば、 プログラムに関連づけ られる情報

が逐次更新 されることとなる。

[0045] 図 5 には、図 6 に示すプログラム関連画像 6 6 のプログラム情報領域 6 8

が表示対象範囲 とな っている場合のボ一 ド画像 6 4 が示 されている。 プログ

ラ厶情報領域 6 8 内には、ボ一 ド画像 6 4 に対応付 け られるフォアグラウン

ドプログラムの実行 を開始する際の操作の対象 となる実行開始用画像が含 ま

れている。本実施形態では、実行開始用画像 と して、実行開始ボタン画像 7

2 ( ここでは、 フォアグラウン ドプログラムに対応付 け られるデ フォル トの

実行開始ボタン画像 7 2 ) がプログラム情報領域 6 8 内に配置 される。デ フ

オル トの実行開始ボタン画像 7 は、例 えば、対応するフォアグラウン ドプ

口グラムが情報処理装置 1 0 にインス ト一ル される際に、記憶部 2 に記憶

される。ュ一ザは、実行開始ボタン画像 7 を含むボ一 ド画像 6 4 が画面 に

表示 された状態 において、 この実行開始ボタン画像 7 2 の表示位置 をタツプ



することにより、対応するフォアグラウン ドプログラムの起動を指示する。

[0046] 画像切替部 4 6 は、ユーザの選択操作によって、メニュー画像表示制御部

4 が表示対象としたメニュ一画像 6 0 、並びに、ボ一 ド画像表示制御部 4

4 が表示対象とした複数のボ一 ド画像 6 4 の間で、表示画像の切替を行う。

例えば、メニュ一画像 6 0 が表示された状態で、ユーザがフオアグラウン ド

プログラム P 1 を選択 した場合、ボ一 ド画像表示制御部 4 4 は、フォアグラ

ゥン ドプログラム P に対応するボー ド画像 6 4 を画面に表示する。ユーザ

は、この状態において、例えば、X 軸正方向へのスライ ド操作を行うことに

より、画面にメニュー画像 6 0 を再表示させることができる。さらに、メニ

ュ一画像 6 0 が画面に再表示された状態で、ユーザが別のフオアグラウン ド

プログラム P 2 を選択 した場合、ボ一 ド画像表示制御部 4 4 は、フォアグラ

ゥン ドプログラム P 2 に対応するボ一 ド画像 6 4 を表示する。このようにし

て、ユーザは、順次、それぞれがフォアグラウン ドプログラムに対応する複

数のボ一 ド画像 6 4 を画面に表示させることができる。画像切替部 4 6 は、

ユーザが画像切替操作 （本実施形態では、X 軸正方向又はX 軸負方向へのス

ライ ド操作）を行った場合に、メニュー画像 6 0 、並びに、表示可能な状態

に設定されたボー ド画像 6 4 (例えば、対応するメニュー項目画像 6 2 がュ

—ザに選択されたフォアグラウン ドプログラムに関連づけられるボー ド画像

6 4 ) と、を切替処理の対象として、画面に表示される画像の切替を行う。

[0047] また、本実施形態では、画像切替部 4 6 は、表示画像が切 り替わる過程を

画面に表示することとする。具体的には、例えば、X 軸正方向 （又は、X 軸

負方向）へのスライ ド操作に応 じて、画像切替部 4 6 は、表示されている画

像 （第 1画像と呼ぶ。）がX 軸正方向 （又は、X 軸負方向）に移動する様子

を表示するとともに、移動する第 1画像に続いて、X 軸負方向側 （又は、X

軸正方向側）から、新たに表示されることとなる画像 （第 2 画像と呼ぶ。）

が画面内に入ってくる様子を表示する。そして、ユーザが所定距離以上指を

スライ ドさせてからタツチセンサ 2 8 から指を離 して画像切替操作を終える

と、画像切替部 4 6 は、さらに第 2 画像の全体が画面内に入るまで、第 1画



像及び第 2 画像を移動させる。これにより、画像切替処理が終了し、画面内

には第 2 画像だけが表示された状態となる。

[0048] ここで、例えば、フォアグラウン ドプログラム P 1 に対応するボ一 ド画像

6 4 (第 1 のボ一 ド画像 6 4 と呼ぶ。）、及び、フォアグラウン ドプロダラ

厶 P 2 に対応するボ一 ド画像 6 4 (第 2 のボ一 ド画像 6 4 と呼ぶ。）が表示

可能な状態に設定されている場合における画面切替の様子の一例について説

明する。なお、ここでは、第 2 のボ一 ド画像 6 4 が、第 1 のボ一 ド画像 6 4

よりも前に表示可能な状態に設定されたこととする。上述の場合において、

メニュー画像 6 0 が表示されている状態で、ユーザがX 軸負方向へのスライ

ド操作を行うと、メニュー画像 6 0 及び第 1 のボ一 ド画像 6 4 が右から左へ

移動する様子が表示され、第 1 のボ一 ド画像 6 4 が画面全体に表示される。

そして、第 1 のボ一 ド画像 6 4 が表示されている状態で、ユーザがX 軸負方

向へのスライ ド操作を行うと、第 1 のボー ド画像 6 4 及び第 2 のボー ド画像

6 4 が右から左へ移動する様子が表示され、第 2 のボ一 ド画像 6 4 が画面全

体に表示される。そして、第 2 のボー ド画像 6 4 が表示されている状態で、

ユーザがX 軸正方向へのスライ ド操作を行うと、第 1 のボー ド画像 6 4 及び

第 2 のボ一 ド画像 6 4 が左から右へ移動する様子が表示され、第 1 のボ一 ド

画像 6 4 が画面全体に表示される。そして、第 1 のボー ド画像 6 4 が表示さ

れている状態で、ユーザがX 軸正方向へのスライ ド操作を行うと、メニュー

画像 6 0 及び第 1 のボ一 ド画像 6 4 が左から右へ移動する様子が表示され、

メニュー画像 6 0 が画面全体に表示される。

[0049] 実行開始管理部 4 8 は、記憶部 2 ゃ揷入媒体に記憶されているプロダラ

厶の実行を開始する （本実施形態では、例えば、プログラムを起動する、あ

るいは、プログラムの実行を再開する）。本実施形態では、情報処理装置 1

0 の起動時に、実行開始管理部 4 8 が、情報処理装置 1 0 の起動時に起動さ

れるよう予め設定された 1又は複数のバックグラウン ドプログラムを起動す

る。また、本実施形態では、実行開始管理部 4 8 は、フォアグラウン ドプロ

グラムに対応するプログラム関連画像 6 6 の一部又は全部であるボー ド画像



6 4 が画面 に表示 された状態でユーザによる実行開始指示操作 （本実施形態

では、例 えば、実行開始ボタン画像 7 2 のタップ操作）を受け付 けると、 当

該 プログラムがサスペ ン ド状態 （例 えば、制御部 2 0 によって、 当該 プログ

ラムについてプログラムカウンタの更新が行われな くなる状態や、 当該 プロ

グラムに含 まれる命令のフェッチ、デ コー ド、並びに、実行が行われな くな

る状態、な ど）にな っている場合は、 当該 フォアグラウン ドプログラムの実

行 を再開 し （レジュ一厶 し）、 当該 プログラムがサスペ ン ド状態 にな ってい

ない場合は、 当該 フォアグラウン ドプログラムを起動する。なお、実行開始

ボタン画像 7 2 が表示部 2 6 に表示 されている場合 にのみ、 この実行開始ボ

タン画像 7 に関連づけ られるフォアグラウン ドプログラムのユーザの操作

に応 じた起動又は実行の再開が可能 とな っていてもよい。 ここで、実行開始

管理部 4 8 によるプログラムの起動 に伴 い、情報処理装置 1 0 で起動済であ

るプログラムが終 了されることがあるが、 この ことの詳細 については後述す

る。 また、本実施形態では、実行中のプログラムが/ く' ックグラウン ドプ口グ

ラムの起動 を実行開始管理部 4 8 に指示することがある。実行開始管理部 4

8 は、実行中のプログラムか ら受け付 けるバ ックグラウン ドプログラムの起

動指示 に応 じて、起動指示の対象 とな ったバ ックグラウン ドプログラムを起

動する。

[0050] また、本実施形態では、実行開始管理部 4 8 がプログラムを起動すると、

当該 プログラムを識別する情報 （例 えば、 プログラムの識別子や プログラム

の名称な ど） と、所定値 （本実施形態では、例 えば、 1 0 0 ) が設定された

パ ラメータ e X p i r e C o u n t と、 を関連づけて記憶部 2 2 に記憶 させ

る。 また、本実施形態では、実行開始管理部 4 8 が、 プログラムを起動する

際に、起動済の他のプログラムについてのパ ラメータ e X p i r e C o u n

t の値 を 1 減 らす。 ノ《ラメ一タ e x p i r e C o u n t の値 は、 プログラム

の実行 を継続 させる優先順位の決定の基礎 となる。パ ラメータ e X p i r e

C o u n t の詳細 については後述する。

[0051 ] なお、本実施形態では、実行開始管理部 4 8 は、 プログラムを起動する際



に、当該プログラムに関連づけられている実行状況デ一タが揷入媒体に記憶

されているか否かを確認する。そして、プログラムに関連づけられている実

行状況デ一タが記憶されている場合には、当該実行状況デ一タを用いてプロ

グラムの起動を行う。なお、実行状況データの詳細については後述する。

[0052] プログラム実行部 5 0 は、実行開始管理部 4 8 により実行が開始されたプ

口グラムを実行する。本実施形態では、プログラム実行部 5 0 は、例えば、

実行が開始されたプログラムを実行することにより生成される処理結果の画

像 （実行が開始されたプログラムが生成する処理結果の画像）を画面に表示

させる。このようにして、ユーザは、起動されたプログラムにより実行可能

な各種処理の実行を指示することができることとなる。

[0053] また、本実施形態に係る情報処理装置 1 0 で実行されているプログラムに

含まれる、当該プログラムのプロテク 卜宣言の開始又は終了を示す命令がプ

ログラム実行部 5 0 によって実行されることがある。具体的には、例えば、

チヤッ卜プログラムなどにおいて、チヤッ卜プログラムが終了されることを

防ぐべき状況が始まった （例えば、チャットが開始されたなど）際に、チヤ

ッ卜プログラムのプロテク 卜宣言が開始され、チヤッ卜プログラムが終了さ

れることを防ぐべき状況が終わつた （例えば、チャットが終了されたなど）

際に、チャットプログラムのプロテク ト宣言が終了される。そして、プログ

ラム実行部 5 0 は、情報処理装置 1 0 で実行されているプログラムが、プロ

テク 卜宣言中の状態であるか否かを管理する。具体的には、例えば、プログ

ラム実行部 5 0 は、実行中のプログラムのプロテク 卜宣言が開始されると、

当該プログラムの識別情報と、当該プログラムがプロテク 卜宣言中であるこ

とを示すフラグと、が含まれる情報を記憶部 2 2 に記憶させる。一方、プロ

グラム実行部 5 0 は、実行中のプログラムのプロテク 卜宣言が終了されると

、記憶部 2 2 に記憶されている、当該プログラムの識別情報と、当該プログ

ラムがプロテク 卜宣言中であることを示すフラグと、が含まれる情報を削除

する。

[0054] 本実施形態に係る情報処理装置 1 0 は、一定の条件の下で、複数のプログ



ラムを同時に実行で きるようにな つている。図 7 は、複数のプログラムが同

時に実行 されている場合 における、情報処理装置 1 0 で実行 されるプロダラ

厶が使用可能である リソース （メモ リ、 ファイルデ ィスク リプタ、な ど）の

割 り当て状況の一例 を模式的に示す図である。図 7 に示すように、本実施形

態 に係 る情報処理装置 1 0 では、例 えば、上述のメニュ一画像 6 0 ゃボ一 ド

画像 6 4 を生成 して表示出力するシステムプログラム （以下、 シェル と呼ぶ

。）、 ラージプログラム、 ミニプログラム、のそれぞれに対 して、固定サイ

ズの リソースの上限が設定される。本実施形態 に係 る情報処理装置 1 0 で実

行 されるシェルは、 シェル に設定された上限の範囲内で リソ一スを使用可能

である。本実施形態では、 メニュー画像 6 0 、 ボー ド画像 6 4 、 プログラム

関連画像 6 6 、 プログラム関連画像 6 6 に配置 される表示要素の情報、な ど

は、 シェル に割 り当て られる リソースと して管理 される。 また、本実施形態

では、上述のように、 2 つ以上のラージプログラムは同時に実行 されないよ

うにな つている。 よって、本実施形態 に係 る情報処理装置 1 0 で実行 される

ラージプログラムは、 ラージプログラムに設定された上限の範囲内で リソ一

スを使用可能である。 また、本実施形態では、 ミニプログラムに設定される

リソースの上限は、情報処理装置 1 0 で実行 される 1 又 は複数の ミニプログ

ラムの全体 に対 して設定された リソースの上限 とな っている。 そのため、 ミ

二プログラムの全体 に対 して設定された リソースの上限を超 えない限 りにお

いては、本実施形態 に係 る情報処理装置 1 0 で複数の ミニプログラムを実行

することがで きるようにな つている。図 7 では、 シェル に割 り当て可能な最

大 リソースサイズが R s I ί m、 ラージプログラムに割 り当て可能な最大 リ

ソースサイズが R I I ί m、 ミニプログラムに割 り当て可能な最大 リソース

サイズが R m I ί m で示 されている。 また、情報処理装置 1 0 で実行 されて

いる複数 （図 7 の例では、 3 つ）の ミニプログラムそれぞれが使用 している

リソースが、 R m 1 、 R m 2 、及び、 R m 3 で示 されている。

停止終 了管理部 5 2 は、所与の条件 を満足する場合 に、起動済のプロダラ

厶の実行 を停止させた り終 了させた りする。以下の説明では、 プログラムの



実行の停止とは、当該プログラムが、サスペン ド状態になることを指 し、プ

ログラムの終了とは、当該プログラムの実行が終了されて、当該プログラム

が使用 していたリソースが解放されることを指すこととする。

[0056] 本実施形態では、プログラムの実行中に （プログラムを実行することによ

り生成される処理結果の画像が画面に表示されている状態の際に）、ュ一ザ

が所定のボタン3 4 を押下するなどの操作を行うことで、当該プログラムに

対するサスペン ド操作を行うことができるようになつている。本実施形態で

は、プログラムに対するサスペン ド操作が行われた際には、 （1 ) 停止終了

管理部 5 2 による、スクリーンショットの画像の記憶処理、 （2 ) 停止終了

管理部 5 2 による実行状況データの記憶処理、並びに、当該プログラムの実

行の停止処理、 （3 ) ボー ド画像表示制御部 4 4 による、画面に表示される

画像の、当該プログラムに対応するボー ド画像 6 4 への切替処理、が行われ

る。

[0057] また、停止終了管理部 5 2 は、上述の （1 ) に示す処理において、プログ

ラ厶の実行が停止される際の画面のスクリーンショッ卜の画像 （例えば、プ

ログラムの実行が停止される際に情報処理装置 1 0 のフ レームバ ッファメモ

リに書き込まれている画像）を記憶部 2 2 に記憶させる。なお、このとき、

停止終了管理部 5 2 が、スクリーンショットの画像を揷入媒体に記憶させる

ようにしてもよい。

[0058] 停止終了管理部 5 2 は、上述の （2 ) に示す処理において、プログラムの

実行が停止される際における当該プログラムの実行状況を示すデータである

実行状況データを、当該プログラムを識別する情報 （例えば、当該プロダラ

厶の識別子や、当該プログラムの名称など）や、当該プログラムの停止の際

の日時を示す情報などと関連づけて、挿入媒体に記憶させるとともに、当該

プログラムを停止させる。このことによって、当該プログラムは、サスペン

ド状態となる。また、このとき、当該プログラムが使用 しているリソースは

解放されない （すなわち、当該プログラムは終了されない）。

[0059] 本実施形態では、停止終了管理部 5 2 は、例えば、停止されるプログラム



が使 用 して い る メモ リの一部 に配 置 され て い るデ ー タ （例 え ば、 当該 プ ログ

ラム に割 り当て られ た仮想 ァ ドレス空 間 の うち の、 予 め 定 め られ た論 理 ァ ド

レスの範 囲 内の領 域 （以 下、 セ ー フメモ リ領 域 と呼ぶ 。 ） に配 置 され て い る

デ ー タ） を、 実 行状 況 デ ー タ と して、 挿 入媒 体 に記憶 させ る。 本 実施 形 態 で

は、 セ ー フメモ リ領 域 のサ イ ズ は、 例 え ば、 6 4 キ ロバ イ トで あ る。 この よ

うに して、 本 実施 形 態 で は、 停 止終 了管 理 部 5 2 が、 停 止 され る プ ログラ厶

が使 用 して い る メモ リ領 域 に配 置 され て い るデ ー タ を保 持 しつ つ、 セ ー フメ

モ リ領 域 に配 置 され て い るデ ー タが揷 入媒 体 に保 存 され る よ う制 御 す る こ と

とな る。

[0060] また、 ボ ー ド画像 表 示制 御 部 4 4 は、 上 述 の （3 ) に示 す処理 にお いて、

停 止終 了管 理 部 5 2 に よ って記憶 部 2 2 に記憶 され た ス ク リー ンシ ョッ 卜の

画像 が実 行 開始 ボ タ ン画像 7 と して含 まれ るボ 一 ド画像 6 4 を生成 して、

当該 ボ ー ド画像 6 4 を画 面 に表 示 させ る。 この よ うに して、 画 面 に表 示 され

る画像 が、 当該 プ ログラム に対 応 す るボ ー ド画像 6 4 に切 り替 わ る。 この よ

うに して、 本 実施 形 態 で は、 ュ一ザ は、 実 行 開始 ボ タ ン画像 7 2 を閲覧 す る

こ とに よ って、 当該 実 行 開始 ボ タ ン画像 7 に対 応 す る プ ログラム の実 行 が

停 止 され た こ と、 並 び に、 当該 プ ログラム の実 行 が停 止 され た （サ スペ ン ド

状 態 とな った） 際 の状 況 を認識 す る こ とが で きる こ と とな る。

[0061 ] また、 本 実施 形 態 で は、 プ ログラム の実 行 中 に （プ ログラム を実 行 す る こ

とに よ り生成 され る処理 結 果 の画像 が画 面 に表 示 され て い る状 態 の際 に）、

ユ ーザ が所 定 の ボ タ ン 3 4 を押 下 す るな どの操 作 を行 う こ とで、 当該 プ ログ

ラム に対 す る終 了操 作 を行 う こ とが で きる よ うにな つて い る。 本 実施 形 態 で

は、 プ ログラム に対 す る終 了操 作 が行 わ れ た際 には、 停 止終 了管 理 部 5 2 が

、 終 了操 作 の対 象 とな った プ ログラム の実 行 を終 了 し、 当該 プ ログラム が使

用 して いた リソー ス を解 放 す る。 そ して、 本 実施 形 態 で は、 ユ ーザ に よ り明

示 的 に プ ログラム の終 了が指 示 され る際 には、 当該 プ ログラム は、 停 止 され

た状 態 （サ スペ ン ド状 態 ） を経 て、 終 了され る。 その ため、 上 述 の よ うに し

て プ ログラム が終 了され る際 には、 当該 プ ログラム につ いて上 述 の （2 ) に



示す処理が実行された上で、当該プログラムが使用 しているリソースが解放

されることとなる。

[0062] また、例えば、実行中のプログラムに含まれる、自らを終了させる命令が

プログラム実行部 5 0 により実行されると、停止終了管理部 5 2 は、当該プ

ログラムの実行を終了し、当該プログラムが使用 していたリソースを解放す

る。このときも、当該プログラムについて上述の （2 ) に示す処理が実行さ

れることとなる。また、例えば、実行中のプログラムに含まれる、実行中の

他のプログラム （例えば、バックグラウン ドプログラム）の終了命令がプロ

グラム実行部 5 0 により実行されると、停止終了管理部 5 2 は、当該他のプ

ログラムの実行を終了し、当該他のプログラムが使用 していたリソースを解

放する。このときも、当該他のプログラムについて上述の （2 ) に示す処理

が実行されることとなる。また、終了されるプログラムがフォアグラウン ド

プログラムである場合には、停止終了管理部 5 2 が、終了指示に応 じて終了

される当該プログラムに関連づけられるボー ド画像 6 4 を表示可能ではない

状態に設定する。そして、メニュー画像表示制御部 4 2 が、メニュー画像 6

0 な画面に表示する。

[0063] このようにして終了されたプログラムに対応するボー ド画像 6 4 は、上述

のように、表示可能ではない状態に設定されるので、当該プログラムの終了

後に、ユーザが画面切替操作を行っても画面に当該プログラムに対応するボ

- ド画像 6 4 は表示されない。

[0064] また、本実施形態では、サスペン ド状態のプログラムに対応するボー ド画

像 6 4 が画面に表示された状態でユーザによる実行開始指示操作 （本実施形

態では、例えば、実行開始ボタン画像 7 2 のタップ操作）が行われると、当

該プログラムは起動済であるので、再度の起動は行われず、実行開始管理部

4 8 が、当該プログラムが使用 しているリソース （例えば、メモリに保持さ

れているデータ）に基づいて、当該プログラムについてのサスペン ド操作が

行われた際における実行状況を再現 して、当該プログラムの実行を再開する



[0065] また、既にラージプログラムが 1 つ実行中である状態で、他のラージプロ

グラ厶が起動される際には、停止終了管理部 5 は、起動済であるラージプ

ログラムを終了させて、当該ラージプログラムが使用 していたリソースを解

放する。この場合、停止終了管理部 5 2 は、終了されるプログラムに関連づ

けられるボー ド画像 6 4 を表示可能ではない状態に設定する。なお、このと

き、停止終了管理部 5 2 は、ラージプログラムを終了させる際に、ラージプ

口グラムの実行内容をセ一プデ一タとして保存するか否かをユーザに問い合

わせて、保存することがユーザにより選択されたら、セ一プデータを揷入媒

体に出力するようにしてもよい。なお、このとき、停止終了管理部 5 2 が、

終了されるラージプログラムのセーフメモリ領域に配置されているデータを

揷入媒体に記憶させるようにしてもよい。

[0066] また、停止終了管理部 5 2 は、実行開始管理部 4 8 がミニプログラムを起

動する際に、必要に応 じて、起動済のプログラムを終了させる。ここで、実

行開始管理部 4 8 がミニプログラムを起動する際に行われる、本実施形態に

係る情報処理装置 1 0 で行われる処理の流れの一例を、図 8 に示すフロ一図

を参照 しながら説明する。なお、本実施形態では、起動の対象となるミニプ

ログラムの実行に必要となるリソース量を示す情報は、当該ミニプログラム

に関連づけて、記憶部 2 2 ゃ揷入媒体に予め記憶されていることとする。

[0067] まず、停止終了管理部 5 2 は、起動の対象となるミニプログラムの実行に

必要となるリソース量 （必要 リソース量 r ) を示す情報を記憶部 2 2 等か

ら取得する （S 1 0 1 ) 。そして、停止終了管理部 5 2 は、ミニプログラム

全体に割り当てられているリソースのうち、現在実行中のプログラムにより

使用されておらず、起動の対象となるミニプログラムに割り当て可能なリソ

—ス量 （割り当て可能 リソース量 r 2 ) を特定する （S 1 0 2 ) 。

[0068] そ して、停止終了管理部 5 2 は、起動の対象となるミニプログラムに未使

用のリソースを割り当て可能であるか否か （例えば、必要 リソース量 r 1 が

、割り当て可能 リソース量 r 2 以下であるか否か。）を判定する （S 1 0 3

)



[0069] 割 り当て可能でない場合は （S 1 0 3 ：N ) 、停止終了管理部 5 2 は、実

行中の各プログラムについて、プログラムの実行を継続させる優先順位の決

定の基礎となる優先度 （以下、実行継続優先度と呼ぶ。）を算出する （S 1

0 4 ) 。本実施形態では、停止終了管理部 5 2 は、実行中の各プログラムに

ついて以下のようにして実行継続優先度を算出する。停止終了管理部 5 2 は

、まず、実行継続優先度の算出対象となるプログラム （以下、算出対象プロ

グラムと呼ぶ。）について記憶されているパラメ一タe X p i r e C o u n

t の値を実行継続優先度の初期値として設定する。そして、停止終了管理部

5 2 は、算出対象プログラムがプロテク ト宣言中であれば、実行継続優先度

の値に 1 0 0 0 0 0 を追加する。さらに、停止終了管理部 5 2 は、算出対象

プログラムがフォアグラウン ドプログラムであって、当該算出対象プロダラ

厶を実行することにより生成される情報が画面に表示されている （当該プロ

グラムが生成する情報が画面に表示されている）場合は、実行継続優先度の

値に 1 0 0 0 0 を追加する。さらに、停止終了管理部 5 2 は、算出対象プロ

グラ厶が/ く' ックグラウン ドアプリケーシ ョンである場合は、実行継続優先度

の値に 1 0 0 0 を追加する。このようにして、実行中の各プログラムについ

て実行継続優先度が算出される。

[0070] そ して、停止終了管理部 5 2 は、実行継続優先度の値が最も小さいプログ

ラムを選択する （S 1 0 5 ) 。そして、停止終了管理部 5 2 は、選択された

プログラムについての実行状況データを、当該プログラムを識別する情報 （

例えば、当該プログラムの識別子や、当該プログラムの名称など）や、当該

プログラムの終了の際の日時を示す情報などと関連づけて、揷入媒体に記憶

させる （S 1 0 6 ) 。そして、停止終了管理部 5 2 は、選択されたプロダラ

厶を終了させるとともに、当該プログラムが使用 していたリソースを解放 し

て （S 1 0 7 ) 、 S 1 0 2 に示す処理に戻る。このとき、このプログラムに

関 してシェルで管理されていたリソースについては解放されない。また、こ

のプログラムに関連づけられるボー ド画像 6 4 は、表示可能な状態に維持さ

れる。また、本処理例では、停止終了管理部 5 2 は、終了されるプログラム



の ス ク リー ンシ ョッ 卜の画像 が記憶 部 2 に記憶 され て い る場 合 は、 S 0

7 に示 す処理 にお いて 当該 画像 を記憶 部 2 2 か ら消 去 す る。

[0071 ] S 0 3 に示 す処理 にお いて、 割 り当て可 能 で あ る こ とが判 定 され れ ば （

S 1 0 3 ：丫）、 実 行 開始管 理 部 4 8 が、 起 動 の対 象 とな る プ ログラム を起

動 して （S 1 0 8 ) 、 本 処理 例 に示 す処理 を終 了す る。

[0072] 以 上 の よ うに して終 了され た プ ログラム に対 応 す るボ ー ド画像 6 4 は、 上

述 の よ うに、 表 示 可 能 で あ る状 態 が維 持 され るの で、 当該 プ ログラム の終 了

後 に、 ユ ーザ が画 面切 替操 作 を行 った際 に、 画 面 に当該 プ ログラム に対 応 す

るボ 一 ド画像 6 4 (例 え ば、 当該 プ ログラム のデ フ ォル トの実 行 開始 ボ タ ン

画像 7 2 が配 置 され た ボ ー ド画像 6 4 ) が表 示 され る こ と とな る。 また、 本

実施 形 態 で は、 ボ 一 ド画像 表 示制 御 部 4 4 は、 この よ うに して終 了され た プ

ログラム で あ って も、 ボ 一 ド画像 6 4 が表 示 可 能 で あ る状 態 が維 持 され て い

る プ ログラム につ いて は、 上 述 の よ うに、 プ ログラム に関連 づ け られ る プ ロ

グラム 関連 画像 6 6 に配 置 され る表 示 要 素 の情 報 を逐 次 更新 す る。

[0073] そ して、 当該 プ ログラム の実 行 開始 指 示操 作 が ユ ーザ に よ り行 わ れ た際 に

は、 実 行 開始管 理 部 4 8 は、 当該 プ ログラム と関連 づ けて記憶 され て い る実

行状 況 デ ー タ を取得 して、 当該 実 行状 況 デ ー タ に基 づ いて、 当該 プ ログラム

の実 行 を開始 す る。 本 実施 形 態 で は、 実 行 開始 指 示操 作 の対 象 とな った プ ロ

グラム が、 既 に終 了され て お り、 当該 プ ログラム が使 用 して いた リソー スが

解 放 され て い る場 合 には、 実 行 開始管 理 部 4 8 は、 例 え ば、 実 行 開始 指 示操

作 の対 象 とな った プ ログラム が使 用 す る メモ リ領 域 を記憶 部 2 に確 保 した

上 で、 実 行 開始 指 示操 作 の対 象 とな った プ ログラム と関連 づ けて記憶 され て

い る実 行状 況 デ ー タ を取得 して、 当該 実 行状 況 デ ー タ を、 当該 プ ログラム に

確 保 され る仮想 ァ ドレス空 間 内の セ ー フメモ リ領 域 に配 置 す る。 この よ うに

して セ ー フメモ リ領 域 に配 置 され たデ ー タ に よ って、 プ ログラム の実 行状 況

の一部 又 は全部 を再 現 して プ ログラム の実 行 を開始 す る こ とが可 能 とな る こ

とにな る。 この と き、 実 行 開始管 理 部 4 8 は、 前 回 の プ ログラム の終 了の際

に記憶 され た実 行状 況 デ ー タ （例 え ば、 挿 入媒 体 に最後 に出力 され た実 行状



況データ、関連づけられている日時が最新である実行状況データ、など）に

基づいて （例えば、前回のプログラムの終了の際に記憶された実行状況デ一

タをセーフメモリ領域に配置 して）、当該プログラムの前回の終了の際にお

ける実行状況を再現 して、当該プログラムの実行を開始するようにしてもよ

し、。また、実行開始管理部 4 8 は、前回よりも前の終了の際に記憶された実

行状況データに基づいて （例えば、前回よりも前のプログラムの終了の際に

記憶された実行状況デ一タをセ一フメモリ領域に配置 して）、その際の当該

プログラムの実行状況を再現するようにしてもよい。また、実行開始管理部

4 8 は、ユーザに指定された実行状況データに基づいて、プログラムの実行

状況を再現するようにしてもよい。

[0074] なお、上述の処理例のS 1 0 6 に示す処理において、停止終了管理部 5 2

は、例えば、実行状況データを揷入媒体に記憶させる処理を実行 しないよう

にしてもよい。また、上述の処理例のS 1 0 6 に示す処理において、停止終

了管理部 5 2 は、サスペン ド状態であるフォアグラウン ドプログラムが終了

される際には、当該プログラムのセーフメモリ領域に配置されているデータ

が当該プログラムについて揷入媒体に記憶されている実行状況データから変

化 している場合 （すなわち、前回の実行状況データの揷入媒体への記憶から

、セーフメモリ領域に配置されているデータの内容が変更されている場合）

に、実行状況デ一タを揷入媒体に記憶させる処理を実行するようにして、当

該プログラムのセーフメモリ領域に配置されているデータが、当該プロダラ

厶について揷入媒体に記憶されている実行状況デ一タから変化 していない場

合 （すなわち、前回の実行状況データの挿入媒体への記憶から、セーフメモ

リ領域に配置されているデータの内容が変更されていない場合）には、実行

状況デ一タを揷入媒体に記憶させる処理を実行 しないようにしてもよい。

[0075] また、上述の処理例のS 1 0 7 に示す処理において、終了されるプロダラ

厶のスクリーンショッ卜の画像が記憶部 2 2 から消去されないようにしても

よい。そして、終了されるプログラムのボー ド画像 6 4 内に実行状況データ

に関連づけて記憶されたスクリーンショットの画像が実行開始ボタン画像 7



2 として配置されるようにしてもよい。

[0076] 本実施形態では、ュ一ザにより実行開始ボタン画像 7 に対するタップ操

作が行われて、サスペン ド状態のプログラムの実行が再開される際、あるい

は、実行状況デ一タが揷入媒体からセーフメモリ領域に配置されてプロダラ

厶が起動される際に、ボー ド画像表示制御部 4 4 が、当該プログラムの実行

開始ボタン画像 7 2 (例えば、当該プログラムのデフォル トの実行開始ボタ

ン画像 7 2 や，当該プログラムのスクリーンショッ卜の画像）が画面全体に

表示されるよう拡大させる制御を行う。そして、ボー ド画像表示制御部 4 4

は、当該プログラムの実行の開始のために必要な処理 （準備処理）が終了す

るまで （例えば、当該プログラムの実行の準備処理の終了直後に表示される

画像の生成が終了するまで）、画面全体に表示されるよう制御された画像が

画面に表示された状態を維持する。そして、当該プログラムの実行の準備処

理が終了し、当該プログラムを実行することにより生成される処理結果の画

像 （当該プログラムが生成する処理結果の画像）が画面に表示されるように

なると、画面に表示される画像が、スクリーンショットの画像から当該プロ

グラムが生成する処理結果の画像に切 り替わることとなる。

[0077] このように、本実施形態では、プログラムの実行の開始中 （例えば、起動

中、又は、サスペン ド状態からの実行の再開中）に、当該プログラムの実行

が停止される際の画面のスクリーンショッ卜の画像が表示部 2 6 に表示され

るよう制御される。

[0078] また、本実施形態では、サスペン ド状態からプログラムの実行が再開され

る際に、情報処理装置 1 0 は、サスペン ド状態から当該プログラムの実行が

再開されたことをプログラム実行部 5 0 に通知する。このことで、当該プロ

グラ厶が再開された際に実行されるべき処理が実行されるようにすることが

可能となる。

[0079] また、本実施形態では、情報処理装置 1 0 は、プログラムの起動時や実行

再開時に、当該プログラムが、ボー ド画像が表示可能ではない状態になって

から起動されたのか、ボ一 ド画像が表示可能な状態が維持されたまま起動さ



れたのかをプログラム実行部 5 0 に通知する。 この ことで、 プログラム実行

部 5 0 は、ボ一 ド画像が表示可能ではない状態 にな つてか ら起動 されたのか

、ボ一 ド画像が表示可能な状態が維持 されたまま起動 されたのかによつて異

なる処理 を実行するようにすることが可能 となる。

[0080] 以上のように、本実施形態では、停止終 了管理部 5 2 は、各 プログラムに

対応付 け られる実行継続優先度 に基づいて、複数のプログラムの うちか ら終

了の対象 となるプログラムを選択する。 そ して、停止終 了管理部 5 2 は、選

択 されるプログラムを終 了させる。 この とき、上述のように、停止終 了管理

部 5 2 は、 プロテ ク 卜宣言中ではないプログラムをプロテ ク 卜宣言中のプロ

グラムよ りも優先 して終 了させる。 また、停止終 了管理部 5 2 は、表示 され

ている情報 を生成 したフォアグラウン ドプログラム とは異なるプログラムを

、表示 されている情報 を生成 したフォアグラウン ドプログラムよ りも優先 し

て終 了させる。 また、停止終 了管理部 5 2 は、バ ックグラウン ドプログラム

を、表示 されている情報 を生成 したフォアグラウン ドプログラムよ りも優先

して終 了させる。 また、停止終 了管理部 5 2 は、表示 されている情報 を生成

したフォアグラウン ドプログラム とは異なるフオアグラウン ドプログラムを

、バ ックグラウン ドプログラムよ りも優先 して終 了させる。

[0081 ] また、本実施形態では、サスペ ン ド状態のプログラム （実行の際に使用 し

ていた リソースが解放 されていないプログラム）に対応するボ一 ド画像 6 4

が画面 に表示 されている状態で、ユーザが、ボー ド画像 6 4 のクローズ操作

(例 えば、ユーザが指等 をタツチセ ンサ 2 8 に接触 させた状態で右上端か ら

左下端へスライ ドさせる操作）を行 うと、停止終 了管理部 5 2 が、 当該ボー

ド画像 6 4 に対応するプログラムの実行 を終 了 し、 当該 プログラムが使用 し

ていた リソースを解放する。 この とき、本実施形態では、 当該 プログラムが

サスペ ン ド状態 になる際に、既 に当該 プログラムのセーフメモ リ領域 に配置

されるデータの揷入媒体への保存が行われているので、 当該 プログラムのセ

—フメモ リ領域 に配置 されるデータの揷入媒体への保存 は行われない。 また

、停止終 了管理部 5 2 は、 クローズ操作が行われたボー ド画像 6 4 を表示可



能ではない状態 に設定する。 そ して、 メニュー画像表示制御部 4 2 が、 メニ

ュ一画像 6 0 を画面 に表示する。なお、 メニュー画像表示制御部 4 2 がメニ

ュ一画像 6 0 を画面 に表示する代わ りに、ボ一 ド画像表示制御部 4 4 が他の

ボー ド画像 6 4 を画面 に表示するように してもよい。 そ して、 メニュー画像

6 0 が画面 に表示 されている際に、 クローズ操作が行われたボ一 ド画像 6 4

に対応するメニュー項 目画像 6 2 を再度ユーザがタップ した際には、ボ一 ド

画像表示制御部 4 4 が、 当該ボー ド画像 6 4 を画面 に表示 させる。本実施形

態では、 当該ボ一 ド画像 6 4 には、デ フォル トの実行開始ボタン画像 7 2 が

含 まれる。

[0082] また、本実施形態では、表示対象 となるボー ド画像 6 4 (表示画像の切替

によ り表示可能 となるボー ド画像 6 4 ) の数の上限 （例 えば、 6 つ）が予め

定め られている。 そ して、実行開始管理部 4 8 が、起動 されることによって

表示対象 となるボ一 ド画像 6 4 の数が上限を超 えることとなるプログラム （

例 えば、起動 されることによって表示対象 となるボ一 ド画像 6 4 の数が 7 個

となるプログラム）を起動する際には、停止終 了管理部 5 2 は、起動済のフ

オアグラウン ドプログラムであ って、 プロテ ク 卜宣言中ではないフォアグラ

ゥン ドプログラムの うち、対応するボ一 ド画像 6 4 のタップが最後 に行われ

た 日時が最 も早いものを終 了させる。

[0083] また、本実施形態では、情報処理装置 1 0 が異常終 了 した際には、情報処

理装置 1 0 は、 その後 に起動 される際に、揷入媒体 に記憶 されている実行状

況デ一タを消去する。情報処理装置 1 0 は、例 えば、実行状況データのファ

ィル名 に情報処理装置 1 0 の起動 日時等の一意の値が含 まれている場合 には

、情報処理装置 1 0 の起動時に、 当該起動 に対応付 け られる一意の値 とは異

なる値がファイル名 と して含 まれる実行状況デ一タを消去するように しても

よい。

[0084] 本実施形態 に係 る情報処理装置 1 0 では、 プログラムが終 了された後でも

、終 了されたプログラムに関連づけ られるボー ド画像 6 4 が表示可能な状態

に維持 されるので、新たなプログラムの起動 に伴 って起動済のプログラムが



終了されても、そのプログラムに関連する情報が配置されたボ一 ド画像 6 4

をユーザが画面に表示させることが可能な状態が維持されることとなる。

[0085] なお、本発明は上述の実施形態に限定されるものではない。

[0086] 例えば、停止終了管理部 5 2 は、停止されるプログラムのセーフメモリ領

域に配置されているデータを、実行状況データとして、揷入媒体に記憶させ

る代わりに、記憶部 2 2 (例えば、当該プログラムが使用 している領域外の

メモリや、情報処理装置 1 0 に内蔵されたフラッシュメモリ等）に記憶させ

るようにしてもよい。

[0087] また、例えば、情報処理装置 1 0 は、プログラムの種別によって、当該プ

ログラムのセーフメモリ領域に配置されているデータを、実行状況デ一タと

して、揷入媒体に記憶させるか記憶部 2 2 に記憶させるかを制御するように

してもよい。情報処理装置 1 0 は、例えば、システムアプリケーションが停

止する際には、システムアプリケ一ションのプログラムのセーフメモリ領域

に配置されているデータを記憶部 2 2 に記憶させるよう制御 して、ゲ一厶ァ

プリケ一ションが停止する際には、ゲームアプリケ一ションのプログラムの

セーフメモリ領域に配置されているデータを揷入媒体に記憶させるよう制御

してもよい。

[0088] また、例えば、情報処理装置 1 0 は、実行状況データを挿入媒体に保存す

る際には、暗号化 した上で保存するようにし、実行状況データを記憶部 2 2

に保存する際には、暗号化せずに保存するようにしてもよい。

[0089] また、例えば、停止終了管理部 5 2 が、プログラムが停止される （サスぺ

ン ド状態になる）際に、当該プログラムのセーフメモリ領域に配置されてい

るデータを、実行状況データとして、揷入媒体に記憶させないようにしても

よい。その代わりに、停止終了管理部 5 2 は、プログラムが終了される際に

、 （すなわち、当該プログラムが使用 しているリソースが解放される際に）

当該プログラムのセーフメモリ領域に配置されているデータを、実行状況デ

—夕として、揷入媒体に記憶させるようにしてもよい。

[0090] また、例えば、プログラムが起動される際に、当該プログラムに関連づけ



られている実行状況データが記憶されていない場合には、情報処理装置 1 0

は、当該プログラムを識別する情報 （例えば、当該プログラムの識別子や、

当該プログラムの名称など）や、当該プログラムの起動日時を示す情報など

と関連づけられる、当該プログラムの実行状況データ （例えば、当該プログ

ラムの起動時に当該プログラムのセーフメモリ領域に配置されているデータ

をコピ一することにより生成されるファイルである実行状況デ一タ）を生成

して、揷入媒体に記憶させるようにしてもよい。そして、情報処理装置 1 0

は、プログラムが停止される際には、揷入媒体に記憶されている実行状況デ

—タを、停止される際における当該プログラムの実行状況を示す実行状況デ

—夕に更新するようにしてもよい。

[0091 ] また、情報処理装置 1 0 は、挿入媒体に記憶されている実行状況データの

更新の際に、実行状況データを破損状態にしてから （例えば、実行状況デー

夕に関連付けられる情報を変更 （例えば、実行状況データのファイル名をリ

ネ一厶） してから）更新を開始 し、更新が終了すると、破損状態にされた実

行状況データを元に戻す （例えば、実行状況データに関連付けられる情報を

元に戻す （例えば、実行状況データのファイル名を元に戻す））ようにして

もよい。こうすれば、例えば、情報処理装置 1 0 は、揷入媒体に記憶されて

いる実行状況デ一タが破損状態であることを確認することによって、当該デ

一夕が更新中に挿入媒体が抜かれるなどして更新が中途半端に行われた実行

状況データであることを検出することが可能となる。そして、情報処理装置

1 0 は、当該実行状況データについてはセーフメモリ領域に配置せずに破棄

するよう制御するようにしてもよい。

[0092] なお、挿入媒体に記憶されている実行状況デ一タが破損状態であることが

確認された際に、情報処理装置 1 0 は、当該実行状況データに対応付けられ

るプログラムの種別に応 じた動作をするようにしてもよい。例えば、情報処

理装置 1 0 は、システムプログラムを起動する際に、当該システムプロダラ

厶の実行状況デ一タが破損状態である場合は、当該実行状況デ一タをセ一フ

メモリ領域に配置 した上でシステムプログラムを起動するようにしてもよい



。このときは、例えば、システムプログラムによって破損されている実行状

況デ一夕のハン ドリングが行われるようにしてもよい。また、例えば、情報

処理装置 1 0 は、ゲームプログラムを起動する際に、当該ゲームプログラム

の実行状況データが破損状態である場合は、当該データを破棄するようにし

てもよい。このとき、例えば、情報処理装置 1 0 は、ゲームプログラムの起

動時に、当該プログラムの実行状況データを生成 して、挿入媒体に記憶させ

るようにしてもよい。

[0093] また、セーフメモリ領域のサイズは、プログラムの種別 （アプリケ一ショ

ンの種別）に基づいて決定される、あるいは、ユーザによってアプリケ一シ

ヨン毎に設定可能であるようにしてもよい。また、例えば、セーフメモリ領

域が数キロバイ ト程度のプロックに区切 られていてもよい。そして、停止終

了管理部 5 2 は、フォアグラウン ドプログラムがサスペン ド状態になる際や

終了される際に、当該プログラムについて揷入媒体に記憶されている実行状

況データからデータの内容が変化 しているプロック （すなわち、前回の実行

状況データの揷入媒体への記憶からデータの内容が変更されているプロック

) を、挿入媒体に書き出す （記憶されている実行状況データ中のプロックを

更新する）ようにしてもよい。なお、プロックのサイズは、例えば、揷入媒

体のクラスタサイズに基づいて決定されるようにしてもよい。

[0094] また、情報処理装置 1 0 は、ュ一ザからの要求に応 じて、揷入媒体や記憶

部 2 2 に記憶されている実行状況データを消去する （あるいは、破損状態等

、セーフメモリ領域に配置されない状態にする）ようにしてもよい。また、

情報処理装置 1 0 は、例えば、プログラムのバ一ジョン情報に関連付けて実

行状況データを保存するようにしてもよい。そして、情報処理装置 1 0 は、

保存されている実行状況デ一夕とは異なるバージョンのプログラムが起動さ

れる際には、当該実行状況データを消去する （あるいは、破損状態等、セ一

フメモリ領域に配置されない状態にする）ようにしてもよい。

[0095] また、例えば、サスペン ド操作が行われたプログラムに対応するボー ド画

像 6 4 が画面に表示されている状態で、ユーザにより、ボー ド画像 6 4 のク



ローズ操作が行われた際に、停止終 了管理部 5 が、 当該ボー ド画像 6 4 に

対応するプログラムについて、 クローズ操作が行われた際の実行状況 を示す

実行状況デ一タを、 当該 プログラムを識別する情報や、 当該 プログラムの終

了の際の 日時を示す情報や、 クローズ操作が行われた際の画面のスク リー ン

シ ョッ 卜の画像な どと関連づけて、揷入媒体 に記憶 させるように してもよい

。 そ して、 メニュー画像 6 0 が画面 に表示 されている際に、 当該ボー ド画像

6 4 に対応するメニュー項 目画像 6 2 を再度ュ一ザがタップ した際には、ボ

- ド画像表示制御部 4 4 が、上述のスク リー ンシ ョッ 卜の画像 を実行開始ボ

タン画像 7 2 と して含むボ一 ド画像 6 4 を画面 に表示 させるように してもよ

し、。 そ して、 クローズ操作が行われたプログラムの実行開始指示操作がユー

ザによ り行われた際には、実行開始管理部 4 8 は、 当該 プログラム と関連づ

けて記憶 されている実行状況データを取得 して、 当該実行状況データに基づ

いて、 当該 プログラムの実行状況 を再現 して、 当該 プログラムの実行 を再開

するように してもよい。

また、例 えば、既 にラージプログラムが 1 つ実行中である状態で、他のラ

- ジプログラムが起動 される際には、停止終 了管理部 5 が、起動済である

ラージプログラムを終 了させて、 当該 ラージプログラムが使用 していた リソ

—スを解放するとともに、 当該 ラージプログラムの実行状況データを、 当該

プログラムを識別する情報や、 当該 プログラムの終 了の際の 日時を示す情報

や、画面のスク リー ンシ ョッ トの画像な どと関連づけて、揷入媒体 に記憶 さ

せるように してもよい。 そ して、終 了されたラージプログラムに対応するメ

ニュー項 目画像 6 を再度ユーザがタップ した際には、ボー ド画像表示制御

部 4 4 が、上述のスク リー ンシ ョッ トの画像 を実行開始ボタン画像 7 2 と し

て含むボー ド画像 6 4 を画面 に表示 させるように してもよい。 そ して、終 了

されたラージプログラムプログラムの実行開始指示操作がユーザによ り行わ

れた際には、実行開始管理部 4 8 は、 当該 プログラム と関連づけて記憶 され

ている実行状況データを取得 して、 当該実行状況データに基づいて、 当該 プ

口グラムの実行状況 を再現 して、 当該 プログラムの実行 を開始するように し



てもよい。

[0097] また、例 えば、情報処理装置 1 0 が、ボー ド画像 6 4 が表示可能な状態 と

な つてか ら （ここでは、情報処理装置 1 0 の起動後 は じめてボ一 ド画像 6 4

が表示可能な状態 とな った場合 も、表示可能な状態 とな ったボー ド画像 6 4

が、表示可能ではない状態 とな り、 その後再度表示可能な状態 とな った場合

も含む。）、 当該ボー ド画像 6 4 に対応するプログラムの起動が行われたか

否かを表すデータを記憶するように してもよい。 このデータは、例 えば、 プ

ログラムの識別情報 に関連づけ られたフラグであ り、初期状態が 「0 」で、

当該 プログラムに対応するボー ド画像 6 4 が表示可能な状態 とな つてか ら当

該 プログラムの起動が最初 に行われた際に値が 「1」に更新 され、 その後、

当該ボー ド画像 6 4 が表示可能ではない状態 とな った際に値が 「0 」に更新

されるフラグである。

[0098] そ して、上述のフラグ等 に基づいて、ボー ド画像 6 4 が表示可能な状態 と

な ってか らの当該ボー ド画像 6 4 に対応するプログラムの起動が行われてい

ないと判定される場合 （例 えば、 フラグの値が 「0 」である場合）には、情

報処理装置 1 0 は、デ フォル トの実行開始ボタン画像 7 2 をボ一 ド画像 6 4

に配置するように してもよい。 また、情報処理装置 1 0 は、 当該 プログラム

の実行開始指示操作がユーザによ り行われた際に、上述のフラグ等 に基づい

て、ボー ド画像 6 4 が表示可能な状態 とな ってか らの当該ボー ド画像 6 4 に

対応するプログラムの起動が行われていないと判定される場合 （例 えば、 フ

ラグの値が 「0 」である場合）には、 当該 プログラムに関連づけ られている

実行状況データが挿入媒体 に記憶 されていても、初回起動時 と同様の状況で

、 当該 プログラムの実行 を開始するように してもよい。一方、ボー ド画像 6

4 が表示可能な状態 とな ってか らの当該ボー ド画像 6 4 に対応するプロダラ

厶の起動が行われていると判定される場合 （例 えば、 フラグの値が 「1」で

ある場合）には、情報処理装置 1 0 は、 スク リー ンシ ョッ トの画像 を実行開

始ボタン画像 7 2 と してボ一 ド画像 6 4 に配置するように してもよい。 また

、情報処理装置 1 0 は、 当該 プログラムの実行開始指示操作がュ一ザによ り



行われた際に、上述のフラグ等に基づいて、ボー ド画像 6 4 が表示可能な状

態となつてからの当該ボー ド画像 6 4 に対応するプログラムの起動が行われ

ていると判定される場合 （例えば、フラグの値が 「1」である場合）には、

当該プログラムに関連づけられている実行状況デ一夕に基づいて、当該プロ

グラムの実行状況を再現 して、当該プログラムの実行を開始するようにして

もよい。

[0099] また、例えば、プログラム実行部 5 0 が、プログラムのサスペン ド操作が

行われたタイミングの画面に関する複数のスクリーンショッ卜の画像 （例え

ば、画面全体のスクリーンショッ卜の画像と画面の一部のスクリーンショッ

卜の画像、など）を記憶部又は揷入媒体に記憶させるようにしてもよい。そ

して、実行開始ボタン画像 7 としてボ一 ド画像 6 4 内に配置されるスクリ

—ンショットの画像と、プログラムの実行の再開にあたって、再開の準備処

理が終了するまで （例えば、再開後に表示される画像の生成が終了するまで

) 画面に表示されるスクリーンショットの画像と、が異なるようにしてもよ

い。

[01 00] なお、プログラムの分類を管理する手法は特に問わない。例えば、記憶部

2 ゃ揷入媒体に記憶されているプログラム自体に、当該プログラムがラ一

ジプログラムであるかミニプログラムであるかを示す情報や、当該プロダラ

厶がフォアグラウン ドプログラムであるかバックグラン ドプログラムである

かを示す情報が含まれるようにしてもよいし、プログラムの識別子と当該プ

ログラムの分類 （ラージプログラムとミニプログラムのいずれか、及び、フ

オアグラウン ドプログラムとバックグラウン ドプログラムのいずれか）とを

対応付けた情報が記憶部 2 に記憶されていてもよい。

[01 0 1 ] また、プログラムが表示可能な状態であるか否かを管理する手法は特に問

わない。例えば、情報処理装置 1 0 で一度でも実行されたことがあるプログ

ラムについては、当該プログラムを識別する情報と、当該プログラムに関連

づけられるボー ド画像 6 4 が表示可能な状態であるか否かを示すフラグ （例

えば、値 1 が表示可能な状態であることを示 し、値 0 が表示可能な状態では



ないことを示すフラグ） と、 を関連づけて記憶部 2 2 ゃ揷入媒体 に記憶する

ように してもよい。

[01 02] また、停止終 了管理部 5 2 は、例 えば、 C P U 使用量の上限や、最大同時

実行 プログラム数の上限を超 えた際に、上述のように して選択 される実行継

続優先度の値が最 も小さいプログラムを終 了させるように してもよい。

[01 03] また、例 えば、ユーザが所定のボタン 3 4 を押下するな どの操作 を行 うこ

とで、 プログラムのサスペ ン ド操作 を行 った際に、 メニュー画像表示制御部

4 2 が、画面 に表示 される画像 を、 メニュー画像 6 0 に切 り替えるように し

てもよい。

[01 04] また、例 えば、 プログラムの実行が終 了され、 当該 プログラムが使用 して

いた リソースが解放 される際に、 当該 プログラムのスク リー ンシ ョッ 卜の画

像が情報処理装置 1 0 に記憶 されている場合 には、情報処理装置 1 0 が、 当

該画像 を消去するように してもよい。

[01 05] また、例 えば、サスペ ン ド状態のプログラムの実行が再開される、あるい

は、実行状況デ一タが揷入媒体か らセーフメモ リ領域 に配置 されたプロダラ

厶が起動 される際に、 プログラムの実行の準備処理が終 了するまで、 当該 プ

口グラムが情報処理装置 1 0 にインス ト一ル される際に、記憶部 2 に記憶

される起動用画像が表示 されるように してもよい。

[01 06] また、 プログラムに対するサスペ ン ド操作が行われた際に、停止終 了管理

部 5 2 は、 プログラムの種別 によってはスク リー ンシ ョッ 卜の画像の記憶処

理 を実行 しないように してもよい。具体的には、例 えば、動画再生アプ リケ

—シ ョンの実行が停止される際には、 スク リー ンシ ョッ 卜の画像が記憶 され

ないように してもよい。 この場合 には、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、実行

開始ボタン画像 7 2 と して、空 白の画像や黒一色の画像 を配置するように し

てもよい。なお、 プログラム実行部 5 0 による動画再生アプ リケーシ ョンの

実行中 （例 えば、動画像の再生中）に、 プログラム実行部 5 0 が停止終 了管

理部 5 2 に、 スク リー ンシ ョッ 卜の画像の取得 を禁止する旨を通知するよう

に してもよい。 そ して、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、 当該通知 を受け付 け



ている間 （すなわち、動画像の再生中）に、動画再生アプ リケーシ ョンが停

止されてサスペ ン ド状態 にな っても、 スク リー ンシ ョッ 卜の画像が実行開始

ボタン画像 7 2 と して配置 されないよう制御するように してもよい。 また、

例 えば、 プログラム実行部 5 0 による動画再生アプ リケーシ ョンの実行中 （

例 えば、動画像の再生中）に、 プログラム実行部 5 0 がボー ド画像表示制御

部 4 4 に、 スク リー ンシ ョッ 卜の画像の表示 を禁止する旨を通知するように

してもよい。 そ して、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、 当該通知 を受け付 けて

いる間 （すなわち、動画像の再生中は）に、動画再生アプ リケーシ ョンの実

行が停止されてサスペ ン ド状態 にな っても、 スク リ一 ンシ ョッ 卜の画像が実

行開始ボタン画像 7 2 と して表示 されないよう制御するように してもよい。

なお、上述のように して動画再生アプ リケーシ ョンの実行が停止されてサス

ペ ン ド状態 になる際には、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、動画再生アプ リケ

—シ ョンの起動前 に実行開始ボタン画像 7 と してボ一 ド画像 6 4 内に配置

される画像 とは別の画像である、動画像の再生が実行中であることを示す画

像 （当該画像 は、例 えば、動画再生アプ リケー シ ョンの イ ンス トール 時に記

憶部 2 2 等 に記憶 される）を、実行開始ボタン画像 7 2 と してボ一 ド画像 6

4 内に配置するように してもよい。

[01 07] また、ボー ド画像表示制御部 4 4 は、サスペ ン ド状態 とな ってか らのプロ

グラムの進行状況 に応 じた表示態様 （例 えば、サスペ ン ド状態 にな つてか ら

の時間に応 じた表示態様）で、 スク リー ンシ ョッ トの画像 を実行開始ボタン

画像 7 2 と して配置するように してもよい。例 えば、サスペ ン ド状態 とな つ

てか ら所定時間が経過するまでは、 カラーの画像が実行開始ボタン画像 7 2

と して配置 され、サスペ ン ド状態 とな つてか ら所定時間が経過 した後 は、 白

黒の画像が実行開始ボタン画像 7 2 と して配置 されるように してもよい。

[01 08] また、例 えば、 プログラムが停止される際に、停止される際 とは異なるタ

イミングのスク リー ンシ ョッ 卜の画像が記憶 されるように してもよい。 そ し

て、 プログラムの実行の開始中 （例 えば、起動中、又は、サスペ ン ド状態か

らの実行の再開中）に、 当該画像が表示部 2 6 に表示 されるように してもよ



い。

[01 09] また、情報処理装置 1 0 が、例 えば、ハー ドデ ィスク ドライブ、マイク、

ス ピーカ、 カメラ、加速度セ ンサ、な どを備 えていてもよい。

[01 10 ] また、上述の情報処理装置 1 0 が、複数の筐体 （例 えば、互いに通信可能

な情報処理端末及びサーバ）か ら構成 されていてもよい。 そ して、上述の情

報処理装置 1 0 で実行 される処理が、情報処理端末 とサーバ とで分担 して実

行 されるように してもよい。例 えば、サーバでメニュー画像 6 0 やボー ド画

像 6 4 に対応付 け られるぺ 一 ジが生成 されて、情報処理端末 に出力されるよ

うに してもよい。 そ して、情報処理端末が、サーバか ら受信 したページをデ

イスプ レイ等 に表示するように してもよい。

[01 11] また、上記の具体的な文字列や図面中の具体的な文字列は例示であ り、 こ

れ らの文字列には限定されない。



請求の範囲

プログラムの実行が停止される際に、 当該 プログラムが使用 してい

るメモ リ領域 に配置 されているデ一タを保持 しつつ、 当該デ一タの少

な くとも一部が当該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御する

保存制御手段、

を含む ことを特徴 とする情報処理装置。

前記保存制御手段 は、 プログラムの実行が停止される際に、 当該 プ

ログラムが使用 している、予め定め られた論理 ァ ドレスの範囲内の領

域 に配置 されているデータが保存 されるよう制御する、

ことを特徴 とする請求項 1 に記載の情報処理装置。

前記保存制御手段 は、 プログラムの実行が停止される際に、 当該 プ

ログラムが使用 しているメモ リ領域 に配置 されているデータが、前回

の当該 プログラムの実行の停止の際に保存 されたデータか ら変更され

ている場合 に、 当該データが保存 されるよう制御 し、変更されていな

い場合は、 当該データが保存 されるようには制御 しない、

ことを特徴 とする請求項 1 又は 2 に記載の情報処理装置。

前記保存制御手段 は、前記情報処理装置が異常終 了 した場合は、前

記情報処理装置が異常終 了後 に起動 される際に、前記 プログラムの実

行が停止される際に保存 されるよう制御 されたデータを消去する、

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 3 のいずれか一項 に記載の情報処理

装置。

プログラムの実行が開始 される際に、 当該 プログラムの実行が停止

された際に当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に保持 しつつ当

該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御 されたデータが記憶 さ

れている場合は、 当該デ一タが読み出されて当該 プログラムが使用す

るメモ リ領域 に配置 されるよう制御する読み出 し制御手段、

を含む ことを特徴 とする情報処理装置。

プログラムの実行が開始 される際に、 当該 プログラムの過去の実行



時に使用 していたメモ リ領域が解放 されていた場合は、 当該 プロダラ

厶が使用するメモ リ領域 を確保する実行開始制御手段、 をさ らに含み

前記読み出 し制御手段 は、前記実行開始制御手段 によ りメモ リ領域

が確保 される際に、前記保存制御手段 によ り当該 プログラムに関連づ

けて保存 されるよう制御 されたデータが記憶 されている場合は、 当該

データが読み出されて当該 メモ リ領域 に配置 されるよう制御する、

ことを特徴 とする請求項 5 に記載の情報処理装置。

[ 請求項 7 ] プログラムの実行が停止される際に、 当該 プログラムが使用 してい

るメモ リ領域 に配置 されているデ一タを保持 しつつ、 当該デ一タの少

な くとも一部が当該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御する

保存制御手段 と、

プログラムの実行が開始 される際に、前記保存制御手段 によ り当該

プログラムに関連づけて保存 されるよう制御 されたデータが記憶 され

ている場合は、 当該データが読み出されて当該 プログラムが使用する

メモ リ領域 に配置 されるよう制御する読み出 し制御手段 と、

を含む ことを特徴 とする情報処理装置。

[ 請求項 8 ] プログラムの実行が停止される際に、 当該 プログラムが使用 してい

るメモ リ領域 に配置 されているデ一タを保持 しつつ、 当該デ一タの少

な くとも一部が当該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御する

保存制御 ステ ップ、

を含む ことを特徴 とする情報処理方法。

[ 請求項 9 ] プログラムの実行が開始 される際に、 当該 プログラムの実行が停止

された際に当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に保持 しつつ当

該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御 されたデータが記憶 さ

れている場合は、 当該デ一タが読み出されて当該 プログラムが使用す

るメモ リ領域 に配置 されるよう制御する読み出 し制御 ステ ツプ、

を含む ことを特徴 とする情報処理方法。



[ 請求項 10] プログラムの実行が停止される際に、 当該 プログラムが使用 してい

るメモ リ領域 に配置 されているデ一タを保持 しつつ、 当該デ一タの少

な くとも一部が当該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御する

保存制御手段、

と してコンピュータを機能 させることを特徴 とするプログラム。

[ 請求項 11] プログラムの実行が開始 される際に、 当該 プログラムの実行が停止

された際に当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に保持 しつつ当

該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御 されたデータが記憶 さ

れている場合は、 当該デ一タが読み出されて当該 プログラムが使用す

るメモ リ領域 に配置 されるよう制御する読み出 し制御手段、

と してコンピュータを機能 させることを特徴 とするプログラム。

[ 請求項 12] プログラムの実行が停止される際に、 当該 プログラムが使用 してい

るメモ リ領域 に配置 されているデ一タを保持 しつつ、 当該デ一タの少

な くとも一部が当該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御する

保存制御手段、

と してコンピュータを機能 させることを特徴 とするプログラムを記

憶 したコンピュ一タ読み取 り可能な情報記憶媒体。

[ 請求項 13] プログラムの実行が開始 される際に、 当該 プログラムの実行が停止

された際に当該 プログラムが使用 しているメモ リ領域 に保持 しつつ当

該 プログラムに関連づけて保存 されるよう制御 されたデータが記憶 さ

れている場合は、 当該デ一タが読み出されて当該 プログラムが使用す

るメモ リ領域 に配置 されるよう制御する読み出 し制御手段、

と してコンピュータを機能 させることを特徴 とするプログラムを記

憶 したコンピュ一タ読み取 り可能な情報記憶媒体。
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